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2.11.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 阿部 昭博 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア情報学総論，情報システム構築学，応用情報システム学，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，ソ
フトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C，情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム企画・設計特論，ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
「情報システム構築学」「応用情報システム学」「情報システム企画設計特論」開講時に，企業の第一線で活躍す
るエンジニア，IT推進責任者を招聘し特別講義を実施した． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 深田 秀実，阿部 昭博：地方自治体における GIS発展過程分析と有用性の検討，地理情報システム学会論文集「GIS
－理論と応用」，Vol.18，No.1，pp. 11-19 （2010）． 
2) 窪田 諭，関 博之，狩野 徹，阿部 昭博：歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの開
発と適用，情報処理学会論文誌，Vol.52，No.1，pp.140-152（2011）. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Abe, A., Sato, A., Ichikawa, H. and Kubota, S.: Field Museum Support System Based on Universal Design 
Approach, Proc. of 2010 International Conference on Asia Pacific Business Innovation & Technology 
Management, SMC085, 2010. 
2) 高橋恭平，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：目標中心の行動連鎖モデルに基づく対面協調型観光情報システム～
歴史テーマパークへの適用～，第 9回情報技術フォーラム（FIT2010），情報処理学会・電子情報通信学会，RM-001，
（2010）. 
3) 佐々木研弥，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：UGCを用いた地域資源情報発信システムの提案，人文科学とコン
ピュータシンポジウム論文集，情報処理学会，Vol.2010，pp.73-78（2010）. 
4) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおける案内システムの開発，人文科学と
コンピュータシンポジウム論文集，情報処理学会，Vol.2010，pp.85-90（2010）. 
5) Kubota, S., Soga, K., Sasaki, Y., and Abe, A., Web GIS-Based Regional Social Networking Service as 
Participatory GIS, 2011 International Conference on Data Engineering and Internet Technology, 2011. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 窪田 諭，関 博之，狩野 徹，阿部昭博：歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの提案，
情報処理学会研究報告，Vol.2010-IS112，No.2，pp.1-7（2010）. 
2) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおけるまち歩き支援システムの試作，第
7回観光情報学会全国大会ポスターセッション（2010）. 
3) 河本祐幣，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：携帯電話を用いた UD 観光情報システムにおける広告配信機能の検
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討，第 7回観光情報学会全国大会ポスターセッション（2010）. 
4) 深澤公哉，窪田 諭，市川 尚，狩野 徹，阿部昭博：住民参加型による 3次元ユニバーサルデザインマップの
提案，第 9回情報技術フォーラム（FIT2010），情報処理学会・電子情報通信学会，O-023（2010）. 
5) 窪田 諭，菅原貴衡，小澤田貴泰，阿部昭博：WebGIS を用いた道路維持管理のための情報ポータルの検討，地
理情報システム学会講演論文集，Vol.19，4C-2（2010）. 
6) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：携帯電話を用いたフィールドミュージアム案内システムの提案，地
理情報システム学会講演論文集，Vol.19，4C-3（2010）. 
7) 佐々木研弥，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：UGCを用いた地域資源情報発信システムの開発，情報処理学会第
73回全国大会講演論文集，2ZE-3（2011）. 
8) 三浦友美，窪田 諭，佐々木敬志，瀧澤寛之，市川 尚，阿部昭博：地域 SNSのためのポイントシステムの開発
と運用，情報処理学会第 73 回全国大会講演論文集，2ZE-6（2011）. 
9) 河本祐幣，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：音声合成を利用した UD 観光情報システムの拡張，情報処理学会第
73回全国大会講演論文集，3ZE-2（2011）. 
10) 永井田麻友，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：野外美術館を対象とした作品鑑賞支援システムの改善と運用，情
報処理学会第 73回全国大会講演論文集，3ZE-3（2011）. 
11) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：携帯電話を用いたフィールドミュージアム案内システムの開発と評
価，情報処理学会第 73回全国大会講演論文集，3ZE-4（2011）. 
12) 荻原勇一，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：UD に配慮した観光情報システムにおける CMS の開発，情報処理学
会第 73回全国大会講演論文集，3ZE-5（2011）. 
13) 菅原貴衡，窪田 諭，橋本忠義，市川 尚，阿部昭博：WebGIS を用いた道路維持管理における情報ポータルの
開発と運用，情報処理学会第 73回全国大会講演論文集，4ZF-7（2011）. 
14) 深澤公哉，窪田 諭，市川 尚，狩野 徹，阿部昭博：住民参加型に基づく 3次元ユニバーサルデザインマップ
の開発，情報処理学会第 73 回全国大会講演論文集，4ZF-8（2011）. 
15) 坂本大介，窪田 諭，菊池正樹，市川 尚，阿部昭博：道路維持管理におけるタブレット PC を用いた台帳管理
システムの検討，情報処理学会第 73回全国大会講演論文集，4ZF-9（2011）. 
16) 高橋恭平，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：意識的注意を喚起する対面協調型観光情報システムの拡張，情報処
理学会第 73回全国大会講演論文集，6ZD-3（2011）. 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費基盤研究(C) 「ユニバーサルデザインに基づく統合型フィールドミュージアム 形成支援システムの
研究（課題番号 20500230）」 100万円 
2) 全学研究費・連携研究「住民利用を指向したコミュニティ GIS基盤の開発と展開に関する研究」  200万円 
3) 全学研究費・公募型地域課題研究「携帯電話による「持続可能な優しい観光地づくり」支援システムの研究（平
泉町）」 60万円 
4) 全学研究費・イノベーションパーク連携推進費「GPS/GISよる自転車まちづくり支援システムの調査研究」 50
万円 
5) 共同研究（㈱江刺開発振興） 30万円 
6) 地域貢献調査活動助成「岩手の観光産業における IT活用の諸問題に関する調査研究」 49万 8 千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 朝日新聞「携帯で平泉の観光ガイド QRコードで情報 まず毛越寺」2010.11.12朝刊 
2) 岩手日報「平泉の遺産を携帯で案内 県立大と町が試験運用開始」2010.11.12朝刊 
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3) 岩手日日新聞「QRコードで観光案内 平泉・毛越寺」2010.11.12朝刊 
4) 遠野テレビ「遠野でいわて観光情報学研究会開催」2010.7.16 
5) 阿部昭博，市川尚，窪田諭，狩野徹：情報システム技術による「えさし藤原の郷」ユニバーサルデザイン化, Ｉ
ＰＵ地域連携フォーラム報告書, p.14 (2010). 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
教務 FD推進委員会，共通教育調整会議 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部・研究科運営会議委員，学部教務委員長 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 東北ブロック地理空間情報産学官地域連携協議会委員 
2) 岩手県ひとにやさしいまちづくり審議会委員 
3) 岩手県観光マネジメント人材育成セミナー実行委員会委員 
4) ふるさと文学ふれあい巡り協議会会長 
5) 花巻市産業支援アドバイザ- 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 北上コンピュータアカデミー，東日本ブロック卒業研究発表会審査委員長 
(c) 一般教育 
1) 東北ブロック地理空間情報産学官地域連携協議会「地域連携によるコミュニティＧＩＳプロジェクトの概要」講
演 (2010.10.5) 
2) いわて観光人材マネジメント人材育成セミナー「観光分野におけるＩＴ活用」講師 (2010.12.16) 
(d) 産学連携 
1) アクティブタグを用いた携帯電話への観光情報配信システム実験（㈱KDDI研究所） 
2) UD観光情報システムの運用モデルに関する研究（江刺開発振興㈱） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会情報システムと社会環境研究会主査，情報環境領域委員会委員 
2) 情報処理学会論文誌特集号編集委員，シニア査読委員 
3) 情報処理学会次世代情報処理ハンドブック編集委員 
4) 地理情報システム学会東北支部長 
5) 日本社会情報学会学術委員 
6) 観光情報学会いわて観光情報学研究会主査 
7) 情報処理学会 IS研究会「第 6 回情報システム論文執筆ワークショップ」講師 2011.3.5 
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(f) その他 
1) 野外美術館における鑑賞支援システム調査研究（岩手町立石神の丘美術館） 
2) 滝沢村地域 SNS運営支援（滝沢村） 
3) 道路維持管理システム調査研究（岩手県北上土木センター） 
4) レンタルサイクルの動態管理に関する調査研究（盛岡ホテル協議会） 
 
[主な業績］ 
地方自治体における GIS発展過程分析と有用性の検討，GIS－理論と応用，Vol.18，No.1，pp. 11-19． 
地理空間情報活用推進基本法（NSDI法）によって，自治体は当該地域の状況に応じた地理空間情報の活用の推進
に関する施策を策定し，及び実施するという責務を負うこととなった． また，NSDI法の施行を受け，国土地理院は，
2008年 4月より，基盤地図情報の提供を開始しており，自治体は，GISの利活用について，新たな対応を求められ
ていると言える．自治体における GISの活用実態については，すでに，いくつかの報告があるが, 行政情報システ
ムとしての GISの利用動向を中心に行われたもので，情報システムの発展過程という視点から，GIS を分析した研究
事例は，これまでほとんどなかった．本論文では，ノーランが提唱するステージ理論に基づき，３つの自治体を事
例として GIS 発展過程を比較分析した．また，大・中・小規模の各自治体担当者等に対するヒヤリングにより，GIS
発展過程分析の有用性について検討し, 今後の自治体 GIS利活用推進における指針の提示を試みた. 
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職名： 講師 氏名： 市川 尚 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報科教育法Ⅱ，教育実習Ⅰ・Ⅱ，情報メディア入門，ソフトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C，情報シ
ステムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
社会情報システム特論Ⅱ，ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) 稲垣忠・鈴木克明（編著）：授業設計マニュアル，北大路書房，2011.3，市川担当：第 3・5・10 章 
2) 鈴木克明（監訳）ケラー（著）：学習意欲をデザインする～ARCSモデルによるインストラクショナルデザイン，
北大路書房，2010.7，市川担当：第 11章 学習意欲のデザイン支援ツール，pp.277-303 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 佐々木研弥，窪田諭，市川尚，阿部昭博：UGCを用いた地域資源情報発信システムの提案，人文科学とコンピュ
ータシンポジウム論文集，pp.71-76，2010.12 
2) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおける案内システムの開発，人文科学とコンピ
ュータシンポジウム論文集，pp.85-90，2010.12 
3) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博：目標中心の行動連鎖モデルに基づく対面協調型観光情報システム～歴史
テーマパークへの適用～，第 9回情報科学技術フォーラム，RM-001，2010.9 
4) Abe, A., Sato, A., Ichikawa, H. and Kubota, S.: Field Museum Support System Based on Universal Design 
Approach, 2010 International (Summer) Conference on Asia Pacific Business Innovation & Technology 
Management, 2010.7 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博：意識的注意を喚起する対面協調型観光情報システムの拡張，情報処理学
会第 73回全国大会，6ZD-3，2011.3 
2) 佐々木研弥，窪田諭，市川尚，阿部昭博：UGC を用いた地域資源情報発信システムの開発，情報処理学会第 73
回全国大会，2ZE-3，2011.3 
3) 三浦友美，窪田諭，佐々木敬志，瀧澤寛之，市川尚，阿部昭博：地域 SNSのためのポイントシステムの開発と運
用，情報処理学会第 73回全国大会，2ZE-6，2011.3 
4) 河本祐幣，市川尚，窪田諭，阿部昭博：音声合成を利用した UD 観光情報システムの拡張，情報処理学会第 73
回全国大会，3ZE-2，2011.3 
5) 永井田麻友，市川尚，窪田諭，阿部昭博：野外美術館を対象とした作品鑑賞支援システムの改善と運用，情報処
理学会第 73回全国大会，3ZE-3，2011.3 
6) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：携帯電話を用いたフィールドミュージアム案内システムの開発と評価，情
報処理学会第 73回全国大会，3ZE-4，2011.3 
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7) 荻原勇一，市川尚，窪田諭，阿部昭博：UD に配慮した観光情報システムにおける CMS の開発，情報処理学会第
73回全国大会，3ZE-5，2011.3 
8) 菅原貴衡，窪田諭，橋本忠義，市川尚，阿部昭博：WebGIS を用いた道路維持管理における情報ポータルの開発
と運用，情報処理学会第 73 回全国大会，4ZF-7，2011.3 
9) 深澤公哉，窪田 諭，市川尚，狩野 徹，阿部昭博：住民参加型に基づく 3次元ユニバーサルデザインマップの
開発，情報処理学会第 73回全国大会，4ZF-8，2011.3 
10) 坂本大介，窪田諭，菊池正樹，市川尚，阿部昭博：道路維持管理におけるタブレット PC を用いた台帳管理シス
テムの検討，情報処理学会第 73回全国大会，4ZF-9，2011.3 
11) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：携帯電話を用いたフィールドミュージアム案内システムの提案，地理情報
システム学会第 19回学術研究発表大会，4C-3，2010.10 
12) 深澤公哉，窪田諭，市川尚，狩野徹，阿部昭博：住民参加型による 3 次元ユニバーサルデザインマップの提案，
第 9回情報科学技術フォーラム，O-023，2010.9 
13) 河本祐幣，市川尚，窪田諭，阿部昭博：携帯電話を用いた UD 観光情報システムにおける広告配信機能の試作，
第 7回観光情報学会全国大会概要集，2010.5 
14) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおけるまち歩き支援システムの試作，第 7回観
光情報学会全国大会概要集，2010.5 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費補助金若手研究(B)「認知的方略の学習を支援する教材シェルの開発」（課題番号：
22700817）1,040,000 円 
2) 全学研究費・公募型地域課題研究（研究分担者）「携帯電話による「持続可能な優しい観光地づくり」支援シス
テムの研究（平泉町）」（代表：阿部昭博）600,000円 
3) 共同研究（研究分担者）：㈱江刺開発振興（代表：阿部昭博）300,000円 
4) 地域貢献調査活動助成（研究分担者）「岩手の観光産業における IT 活用の諸問題に関する調査研究」（代表：
阿部昭博）498,000円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 岩手日報「岩手町の街中が美術館－石神アートウォーク」2010.9.5朝刊 
2) 盛岡経済新聞「岩手町で若手作家による現代美術展－美術館と商店街がアートでコラボ」2010.9.8 
3) 岩手日日新聞「QRコードで観光案内 平泉・毛越寺」2010.11.12朝刊 
4) 阿部昭博，市川 尚，窪田 諭，狩野 徹：情報システム技術による「えさし藤原の郷」ユニバーサルデザイン
化，IPU地域連携フォーラム報告書，p.14，2010. 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
SPA・PBL委員会，研究科教務委員会，プロジェクト演習 TF 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
1) アクティブタグを用いた携帯電話への観光情報配信システム実験（㈱KDDI研究所） 
2) UD観光情報システムの運用モデルに関する研究（江刺開発振興㈱） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 観光情報学会いわて観光情報学研究会幹事 
(f) その他 
1) 東北学院大学非常勤講師 
2) 野外美術館における鑑賞支援システム調査研究（岩手町立石神の丘美術館） 
 
[主な業績］ 
・UD観光情報システムの運用 
本年度はこれまで開発してきた UD観光情報システム（携帯電話を用いてユーザの身体的特性に応じた観光情報を
提供するシステム）について，一般観光客を対象とした試験運用を実施した．そのために情報提供の基盤となる UD
観光情報 CMS（コンテンツ管理システム）を整備した（荻原ほか 2011）．CMSは複数の観光地において，RFIDや QR
コード等による位置情報取得，観光情報提供，コンテンツ登録編集，アクセス分析を可能とするものである．試験
運用は，8月から携帯電話貸し出し形式で岩手県奥州市えさし藤原の郷（共同研究），11月から持ち込み携帯電話
による QRコードで岩手県平泉毛越寺（公募型地域課題研究）において行った． 
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職名： 講師 氏名： 窪田 諭 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
統計学，情報メディア入門，コンピュータ入門，ソフトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C，情報システム
ゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム企画・設計特論，ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) 田中成典監修：基礎からの CAD 「基礎知識」から「三次元 CAD」の利用事例まで，工学社，2010.10. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 窪田 諭，柗村一保，一氏昭吉：空間基盤データを用いた地下埋設物管理の効率化提案と実証評価，地理情報シ
ステム学会論文集「GIS－理論と応用」，Vol.18，No.1，pp.39-50，2010.6. 
2) 窪田 諭，関 博之，狩野 徹，阿部昭博：歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの開発
と適用，情報処理学会論文誌，Vol.52，No.1，pp.140-152，2011.1. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Kubota, S. and Mikami, I., 4D Information Management System for Road Maintenance Using GIS, Proceedings 
of the International Conference on Computing in Civil and Building Engineering, W. TIZANI (Editor), 
Nottingham, UK, Nottingham University Press, Paper 58, 2010.6. 
2) Kubota, S., Soga, K., Sasaki, Y., and Abe, A., Web GIS-Based Regional Social Networking Service as 
Participatory GIS, 2011 International Conference on Data Engineering and Internet Technology, 2011.3. 
3) Monobe, K. and Kubota, S., A Proposal of 3D Product Data Model and its Application System for Civil 
Infrastructure, Proceedings of the First International Conference on Sustainable Urbanization, 
BIM17_ICSU10468, 2010.12. 
4) Abe, A., Sato, A., Ichikawa, H. and Kubota, S., Field Museum Support System based on Universal Design 
Approach, Proceedings of the International (Summer) Conference of Business Innovation and Technology 
Management, 2010.7. 
5) 高橋恭平，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：目標中心の行動連鎖モデルに基づく対面協調型観光情報システム～
歴史テーマパークへの適用～，第 9回情報技術フォーラム（FIT2010），情報処理学会・電子情報通信学会，RM-001，
2010.9. 
6) 佐々木研弥，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：UGCを用いた地域資源情報発信システムの提案，人文科学とコン
ピュータシンポジウム論文集，情報処理学会，Vol.2010，pp.73-78，2010.12. 
7) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおける案内システムの開発，人文科学と
コンピュータシンポジウム論文集，情報処理学会，Vol.2010，pp.85-90，2010.12. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 窪田 諭，関 博之，狩野 徹，阿部昭博：歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの提案，
情報処理学会研究報告，Vol.2010-IS112，No.2，pp.1-7，2010.5. 
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2) 窪田 諭，菅原貴衡，小澤田貴泰，阿部昭博：WebGIS を用いた道路維持管理のための情報ポータルの検討，地
理情報システム学会講演論文集，Vol.19，4C-2，2010.10. 
3) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおけるまち歩き支援システムの試作，第
7回観光情報学会全国大会ポスターセッション，2010.6. 
4) 河本祐幣，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：携帯電話を用いた UD 観光情報システムにおける広告配信機能の検
討，第 7回観光情報学会全国大会ポスターセッション，2010.6. 
5) 深澤公哉，窪田 諭，市川 尚，狩野 徹，阿部昭博：住民参加型による 3次元ユニバーサルデザインマップの
提案，第 9回情報技術フォーラム（FIT2010），情報処理学会・電子情報通信学会，O-023，2010.9. 
6) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：携帯電話を用いたフィールドミュージアム案内システムの提案，地
理情報システム学会講演論文集，Vol.19，4C-3，2010.10. 
7) 佐々木研弥，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：UGCを用いた地域資源情報発信システムの開発，情報処理学会第
73回全国大会講演論文集，2ZE-3，2011.3. 
8) 三浦友美，窪田 諭，佐々木敬志，瀧澤寛之，市川 尚，阿部昭博：地域 SNSのためのポイントシステムの開発
と運用，情報処理学会第 73 回全国大会講演論文集，2ZE-6，2011.3. 
9) 河本祐幣，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：音声合成を利用した UD 観光情報システムの拡張，情報処理学会第
73回全国大会講演論文集，3ZE-2，2011.3. 
10) 永井田麻友，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：野外美術館を対象とした作品鑑賞支援システムの改善と運用，情
報処理学会第 73回全国大会講演論文集，3ZE-3，2011.3. 
11) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：携帯電話を用いたフィールドミュージアム案内システムの開発と評
価，情報処理学会第 73回全国大会講演論文集，3ZE-4，2011.3. 
12) 荻原勇一，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：UD に配慮した観光情報システムにおける CMS の開発，情報処理学
会第 73回全国大会講演論文集，3ZE-5，2011.3. 
13) 菅原貴衡，窪田 諭，橋本忠義，市川 尚，阿部昭博：WebGIS を用いた道路維持管理における情報ポータルの
開発と運用，情報処理学会第 73回全国大会講演論文集，4ZF-7，2011.3. 
14) 深澤公哉，窪田 諭，市川 尚，狩野 徹，阿部昭博：住民参加型に基づく 3次元ユニバーサルデザインマップ
の開発，情報処理学会第 73 回全国大会講演論文集，4ZF-8，2011.3. 
15) 坂本大介，窪田 諭，菊池正樹，市川 尚，阿部昭博：道路維持管理におけるタブレット PC を用いた台帳管理
システムの検討，情報処理学会第 73回全国大会講演論文集，4ZF-9，2011.3. 
16) 高橋恭平，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：意識的注意を喚起する対面協調型観光情報システムの拡張，情報処
理学会第 73回全国大会講演論文集，6ZD-3，2011.3. 
(e) 研究費の獲得 
1) 財団法人日本建設情報総合センター，平成 22 年度研究助成，道路維持管理における道路データモデルを核とす
る時空間情報ポータルの開発，1,760,000円，2010.8.～2011.8.（研究代表者） 
2) 岩手県立大学，全学研究費・連携研究，住民利用を指向したコミュニティ GIS基盤の開発と展開に関する研究（代
表：阿部昭博），2,000,000円，2010.4.～2011.3.（研究分担者） 
3) 岩手県立大学，全学研究費・イノベーションパーク連携推進費，GPS/GISよる自転車まちづくり支援システムの
調査研究（代表：阿部昭博），500,000円，2010.10.～2011.3.（研究分担者） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 阿部昭博，市川 尚，窪田 諭，狩野 徹：情報システム技術による「えさし藤原の郷」ユニバーサルデザイン
化，IPU地域連携フォーラム報告書，p.14，2010. 
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2) 田中成典，柴崎亮介，窪田 諭，北川悦司，物部寛太郎ほか：汎用 3次元 CADエンジンのプロトタイプの開発に
向けての基本設計書，国土交通省建設技術研究開発助成，2010.6. 
3) 田中成典，北川悦司，窪田 諭，物部寛太郎ほか：時間項を考慮した 3次元 CAD エンジン詳細設計書，関西大学
社会連携プロジェクト，2010.6. 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
学生委員会副委員長，入試実施委員会，コンピュータ入門 TF 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
職場委員会，職場衛生委員会 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 滝沢村ふるさと文学ふれあい巡り協議会 副事務局長 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 財団法人日本建設情報総合センター 社会基盤情報標準化委員会 図面／モデル情報交換小委員会 次世代モ
デル検討 WG委員（2009.12.～2010.6.） 
2) 財団法人日本建設情報総合センター 社会基盤情報標準化委員会 CAD/データ連携小委員会 2 次元データ利
活用 WG委員（2010.11.～2011.6.） 
3) 一般社団法人オープン CAD フォーマット協議会 OCF検定監査委員会 委員（2010.7.～2011.3.） 
(c) 一般教育 
1) GISA東北セミナー2010「標準化・防災・農業と GIS」（主催：地理情報システム学会東北支部）司会，総括（2010.8.19 
岩手県立大学アイーナキャンパス） 
2) 社団法人建設コンサルタンツ協会主催 CALS/EC 資格制度登録更新講習会 講師「これからの CALS/EC」
（2010.9.8. 浅草ビューホテル） 
3) 東京大学空間情報科学研究センター空間情報社会研究イニシアティブ寄付研究部門 定例会講演「地域の社会的
課題における空間情報技術の適用」（2011.2.23. 東京大学生産技術研究所） 
(d) 産学連携 
1) 時間項を考慮した 3次元 CADエンジンの研究開発（関西大学産学連携プロジェクト） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 地理情報システム（GIS）学会東北支部事務局幹事 
2) 観光情報学会いわて観光情報学研究会運営委員 
3) 第 9回情報技術フォーラム（FIT2010）座長 情報検索・情報推薦セッション（2010.9.9. 九州大学） 
4) 土木学会 土木情報利用技術論文集 査読 1件 
5) 土木学会論文集 F3（土木情報学） 査読 2件 
6) 2011 International Conference on Data Engineering and Internet Technology (DEIT 2011) 査読 5件 
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(f) その他 
1) 滝沢村地域 SNS運営支援（滝沢村） 
2) 道路維持管理システム調査研究（岩手県県南広域振興局土木部北上土木センター） 
3) レンタルサイクルの動態管理に関する調査研究（盛岡ホテル協議会） 
4) 道路基盤地図情報の利用調査研究（国土交通省国土技術政策総合研究所） 
5) 岩手県立大学盛岡短期大学部国際文化学科非常勤講師「情報処理演習 B」 
6) 平成 22年度高大連携ウインターセッション 講師（2010.12.25～26，岩手県立大学） 
 
[主な業績］ 
歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの開発と適用，情報処理学会論文誌，Vol.52，No.1，
pp.140-152，2011.1. 
 歩行空間において，高齢者や障害者を含む全ての人への配慮からユニバーサルデザイン（UD）が進んでいる．し
かし，色の識別に困難を伴う色弱者については，カラーUD（CUD）の社会での認識が低いため対応が遅れている．本
研究では，歩行空間において一般色覚者が色弱者の見え方を視覚的に理解し，CUD の知識を得るために，CUD支援シ
ステムを開発した．まず，CUD活動の実践の場として「UD教育」と「まちづくりワークショップ」の 2つの活動を
考え，CUDの実践における課題を分析した．次に，その課題分析を元に，3次元空間データを用いて歩行空間を表現
し，CGによって色弱者の見え方を体験するシステムを開発した．CUD活動においてシステムを対面・同期と遠隔・
非同期で利用することを考え，UD教育では大学の授業と復習，まちづくりワークショップではフィールドワークシ
ョップを想定したヒアリングとオンラインワークショップでシステムを評価した．その結果，これらの場面で一般
色覚者が色弱者を理解するためにシステムを活用できる可能性が高いことを示した．また，様々な利用者を想定し
た操作性の改善，オンラインワークショップのための機能改善などの課題を明らかにした． 
 
空間基盤データを用いた地下埋設物管理の効率化提案と実証評価，地理情報システム学会「GIS－理論と応用」，
Vol.18，No.1，pp.39-50，2010.6. 
 道路管理者における占用物の管理には GISが利用されることが増えてきているが，多くは紙地図が利用されてい
る．また，占用事業者から道路管理者への道路占用許可申請や占用継続なども紙地図によって実施されることが多
く，道路管理者と占用事業者の双方にとって，GISを利用して業務の効率化を図る余地が大きい．本研究では，道路
占用物（特に地下埋設物）の管理業務を対象として，官民共有の空間基盤データを活用したシステム開発と検証を
行い，実業務における空間基盤データの活用の有用性と可能性について述べる．ここでは，道路占用許可申請業務
の電子化を実現するために，官民共有の空間基盤データを利用した情報システム開発と実証実験を行った．さらに，
道路占用許可申請業務の一連の流れを情報システムによって支援するために，道路占用物の継続申請業務の効率化
を実現する方法を考案した．そして，大阪府門真市において実データによる実証実験を行い，方法の有効性を検証
した． 
  
